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―古いものを脱ぎ捨て 
 新しいものを身につけなさい― 

（コロサイ ３：１～１７） 
 
武 田 恒 義 

パウロの手紙は通常、教理と実践、信仰と生活とい

う順序立てで記されています。これは「良い木は良い

実を結ぶ」（マタイ ７：１７）に通じるものです。す

なわち、信ずべきことをしっかりと信じる信仰を持つ

ことによって、それにふさわしい生活が生まれてくる

というのです。パウロは「こういうわけで」「ですから」

「それゆえ」「知っているのですから」（３：１，５，

１２、４：１）といって、まず忠告したり、命令した

り、勧めたり、励ましたりする前に、その理由と根拠

を挙げているのです。 

私たちが、神に喜ばれる生活を喜んでする第一の根

拠は、イエス・キリストが「聖書の示す通り私たちの

罪のために死なれたこと、また聖書の示す通り三日目

に甦られた」（第一コリント１５：３，４）という事実

です。最初の人間アダムは、創造者なる神の命令に逆

らい、自分の判断で生きる道を選んでしまいました。

そして私たち全人類は、その同じ道を歩んできました。

しかし、神は愛と忍耐をもって昔は預言者たちを通し

て神に帰れと語りかけ、最後には御子イエス・キリス

トによって語りかけて下さいました。それだけでなく、

今もみことば（聖書）と聖霊によって全人類に語り続

けておられるのです。それゆえに、私たちは聞くこと

が出来、その結果イエス・キリストを信じることが出

来たのです。私たちキリスト者は、みことばに記され

てある通りに、第二のアダムであるイエスこそ唯一の

メシヤ、救い主キリストであると信じています。（ヨハ

ネ １４：６、使徒 ４：１２） 

パウロやすべての使徒たちは、キリストこそ世界の

救い主という福音を、命がけで信じ告白してきました。

もし、今日の教会とクリスチャンに、この基本的な信

仰の確信と、告白の勇気が欠けているとするならば、

今後の教会に希望がないばかりか、世界にも希望を持

つことが出来ないのではないでしょうか。 

 私たちが、神に喜ばれる生活を喜んでする第二の根

拠は「神に選ばれた」（１２節）という事実です。これ

はパウロの信仰の根幹をなすものであり、伝道の熱心

さを生み出す根源でもあったのです。主イエス・キリ

ストは、「あなたがたが私を選んだのではありません。

私があなたがたを選んだのです」（ヨハネ 15：16）と

いわれました。何と驚くべき恵みでしょう。私たちが、

どんなに汚れに満ち、欠け多き器であるかということ

を、誰よりも御存知である主なる神が私たちを選び、

用いようと聖別して下さったということです。このこ

とを本当に知って信じる時「古いものを脱ぎ捨てなさ

い」という勧めと命令に喜んで聞き従えるようになる

のではないでしょうか。 

今日の世界を堕落させ、滅びに至らせようとするサ

タンの手口は明らかです。すなわち、汚れ、不品行、

貪欲、偶像礼拝などです。これらの「古いものを脱ぎ

捨て」「新しいものを身につけ」ようではありませんか。 

このようにして、サタンに対抗して生きることによっ

て世の光、地の塩としての使命を果たすことが出来る

のです。 

新しいものとは、同情心、慈愛、謙遜、柔和、寛容、

忍耐、赦し、そして愛し合うということです。これら

のものを全て持っておられる方がキリストなのです。

ですからキリストを着る（信じる）ことによって「新

しいものを身につける」生活が始まるのです。そして

古いものは過ぎ去り、日々新しくされていくのです。

今回与えられたみことばを「３０周年の感謝と祈り」

の具体的な指針として実りの秋に向かいたいものです。 
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第３０回ファミリーバイブルキャンプ特集 

 

＜歓迎のことばと講師紹介＞ 

 

 

                           

武 田 恒 義 

第３０回ファミリー・バイブル・キャンプにようこ

とおいで下さいました。今年はウエストミンスター日

本人教会創立３０周年の記念すべき年です。そしてキ

ャンプも記念すべき３０回目となりました。キャンプ

の歴史を考えると感慨深いものがあります。その歴史

を辿ったアルバムが作られました。製作して下さった

姉妹方に心から感謝します。もちろん全ての写真を収

録することはできませんでしたが、主が始められて今

日まで導いて下さった経緯がわかります。どうぞご覧

になって共に感謝し主をほめ称えて下さい。 

 

今年特筆すべきことは、このキャンプに連続３０回

皆勤された方が二人いるということです。（私共夫婦

を除いて）晃子Beville姉とあゆみ（武田）Devine姉

です。その他２０回以上の参加者、２０回近く途中か

ら連続参加しておられる方も何人かあります。それら

お一人お一人の努力に主が豊かに報いて下さることを

祈ります。今年のキャンプには初めて参加される方々

が多くおられます。この大自然の中でそれらの方々と

共に神の偉大な創造の御業を覚え、神のみ手の中に守

られ養われている身の幸いを十分に味わうことが出来

るようにと願っています。この３０回目を区切りに、

更に新しい一歩を踏み出しましょう。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜岩崎謙先生御紹介＞ 

 

今年も主が最もふさわしい講師の先生を遣わして下

さいました。先生は１９９７年の３月に妙子夫人とお

母様の美沙子さんを伴ってアトランタに来られ、約１

年半の間当地の神学校で学ばれました。その間私たち

教会員はご一家と大変親しいお交わりをさせて頂きま

した。その後ミシガン州の神学校で学びを続けられて

から帰国され、現在は神戸にある神港教会を牧会して

おられます。先生はお祖父様、お父様に次ぐ３代目の

牧師でいらっしゃいますし、叔父様もまた牧師です。

又趣味といわれれば、テニス、水泳、卓球を挙げられ

る程のスポーツマンですが、近年はお忙しいのに加え

て脚を痛められたりしてテニスはもう３年もしておら

れないそうです。今回は久しぶりに御家族でキャンプ

のためにおいで下さったことを心より感謝致します。     

ローマ人への手紙を通して「神に喜ばれる教会」につ

いて教えて下さいますが、それは「神に喜ばれる世界、

家庭、社会、国家」を学ぶことでもあります。期待し

つつ一言も漏らさぬようにお聞き下さい。 

  

１９５７年８月３日生まれ。 

１９８２年 九州大学文学部西洋哲学科卒業 

１９８５年 神戸改革派神学校卒業、以後日本キリス

ト改革派関教会（岐阜県）と同派長丘教

会（福岡市）の牧師を歴任、また米国に

て、コロンビア神学校、カルヴィン神学

校（Th.M.）, Overseas Ministries Study 

Center(OMSC)にて学ぶ。 

２０００年 12 月日本キリスト改革派神港教会牧師

着任（神戸市） 

神戸改革派神学校説教学講師 

 

♭ ♪ ♯ ♪ ♭ ♯ ♭ ♭ ♪ ♯ ♪ ♭ 
 

 

 



2007 年第 30 回ファミリーバイブルキャンプ  
 日本キリスト改革派神港教会 岩崎 謙 

 
祝 ウェストミンスター日本人教会３０周年 

 テーマ 「神に喜ばれる教会」 
―― ローマ人への手紙１２章～１６章に則して―― 

 
講演 I   「この世にあって、他者と共に歩む教会」  １２章１～１３章 
講演 II  「教会にあって、弱い者を尊ぶ教会」    １４章１～１５章６節 
講演 III 「復活の主と共に伝道する教会」       １５章１～３３節 
講演 IV 「世界に開かれた家の小さな教会」     １６章１～１６節 
 
講演 I   「この世にあって、他者と共に歩む教会」  １２章１～１３章 

序論  テーマに関して  「神に喜ばれる教会」  
  神港教会における毎週の学びの中から  

ウェストミンスター日本人教会３０周年記念宣言より 
武田先生のメールより   

本論１ キリスト者の生活  １２：１～２    
１） 「聖なる生けるいけにえ」 

ローマ書のこれまで全体の議論を受けて、恵みがあるから語ることのできる勧め 
旧約聖書の祭儀的な規定の言葉で、自分の体を献げることを促す 
もはや動物犠牲はいらない。自分自身が聖なるいけにえとして受理される驚き 
「体」のもっている具体性・日常性 → 霊的な礼拝 → 理性的礼拝 

２） 「神に喜ばれる」のだから「神に喜ばれること」を追い求め、考える。 
  何が善か、何が神に喜ばれることか、この問と向き合って生きる幸せ 
  考え、弁えることができるようになるようにとの勧め   
    「体」の用い方として考えること スポーツ選手の練習  

本能的に、直感的に、衝動的に、神に喜ばれる生活が出来るわけではなく、なかなか出来なくて

も、いつも考えている中で、無意識でも動くようになる。 
３） 「世に倣わず、心を新たにしていただき」 
  神に喜ばれることを考える → 世と同じ考え方をしない。 
  心を日々、新たにしていただき、考える → 古い自分からの日々の脱却 
  自分は変ることを求めず、他人から知識を仕入れて、神に喜ばれる生活ができるわけではない。 

 



本論２ 神に喜ばれる生活の全体像  １２：３～１３：１４ 
１）教会内での生活 １２：３～１３ 
   賜物の違いによる役割分担 相互の補い合い １２：３～８ 
   キリスト者の品性  １２：９～１３ 
２）この世における身の処し方 １２：１４～１３：７ 

 迫害を受ける中での生き方 １２：１４～２１  
 対国家との関係の中での生き方 １３：１～７ 

３）まとめの助言 １３：８～１４ 
隣人愛の勧め  １３：８～１０ 

 終末的な意識をもった緊張感のある日常生活 １３：１１～１４ 

本論３ 他者と共に生きる生活   
１）教会内から教会外への拡がりへ （１２：９～２１ もう一つの段落区分）    

悪を憎み、善から離れず、善をもって、悪に勝つ 
   迫害者をも呪わない → 誰の命であっても神の祝福を祈り求める  
２）この世に倣わず、かつ、この世に入っていく生活 
   「世に倣わず」は、世との分離を引き起こすものではない。 

むしろ、この世における神に喜ばれる生活を考えさせるものである。 
３）「喜ぶ人と共に喜び、泣く人と共に泣きなさい」 １２：１５  
   キリスト者の喜びを喜び、キリスト者の涙を共に泣くのか。 
   悪を憎みつつも、限定なしで、誰とでも喜びと涙を共にする生活 
   キリスト者固有の喜びと涙 誰とでも分かち合える喜びと涙 
   未信者の夫・妻・両親・友人と、喜びと涙を分かち合う生活 
４）共に喜び泣く生活 

感情の高まりを共にする 冷めて眺める生活ではない 
共に泣く 悲しみの共有  （共に泣ける自分を喜ぶのではない）   
共に喜ぶ 嫉妬・妬みからの解放 
共に喜び泣く難しさ 「寅さん」を例として 

５）高ぶらずに行う、（身分の）低い人との交わり １２：１６    
   心の傾向性 誰の喜びと涙を共有しようとしているか。 
   教父の言葉 色欲 金銭欲 名誉欲 → 欲望が欲望の対象を規定する。 

家族愛 → 欲ではないが、愛の形が愛の対象を規定する。 
神への愛、神からの愛 → 誰に対しても、困っている人を愛する 

結論  罪人の喜びと涙を共にしてくださるイエス様 
    この世にあって、そのイエス様を指し示すキリスト者の存在、その教会 
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講演 II  「教会にあって、弱い者を尊ぶ教会」    １４章１～１５章６節 
 
序論  １２～１３章  キリスト者の生活 一般論 

１４章     ローマの教会の特殊な事情 

本論１ 二種類のキリスト者 １４：１～２    
１）食べ物に関する対立 

野菜しか食べない人  どちらも律法に規定されず  超厳格 
何でも食べる人    どちらもキリスト者     超自由 
お互いに食物の好みではなく、確固たる信仰的な理由でそうしている。 

２）弱い人 VS 強い人   
   野菜しか食べない人  弱い人 
   何でも食べる人    強い人 
   その区別の理由  ・信仰が食べ物に依存するか否か  
            ・イエス様の教えとの関わり  マルコ７：１８～１９ 
   パウロの立場  強い人 
３）問題の所在  １４：３ 
   食べる人は、食べない人を軽蔑する。 
   食べない人が、食べる人を裁く。     
   強い・弱いがはっきりしていて、裁き合い・軽蔑し合う対立をどう解決するか。 

本論２ 弱い人を受け入れなさい  １４：１、３～４ 
１）強い人に弱い人を受け入れるように勧告する。 
   弱い人を強い人にしようと、弱い人に「強くなれ」と勧告していない。 
   信仰的な論理で勝つ強い人が、その論理を進めると、どうなるか。 

→ 弱い人が、心から同意して、何でも食べる人に変えられる。 OK 
→ 弱い人が、無言の圧力を感じ、無理して何でも食べる。 
→ 弱い人に、弱いままでは教会に残れないと思わせる。 
→ 自分は、罪を犯したと思うようになり、教会を離れる。 

    → そして、弱い人が誰もいない、何でも食べる強い人だけの教会となる。 
   強い人が、弱い人はこのままでは駄目と思い込み、強い人への改造を図る。 
    → 弱い人を潰してしまう。 弱い人を潰す強い人になるな！ 
２）両者を受け入れてくださる神 
   キリスト者 → 神が、受け入れてくださった者 → 同じ主人に仕える僕 
   他人の主人を裁く者とは、誰か。→ 主人がその僕を善しとしているのに、他人が 

駄目だと口出しする者は、自分を見失い、主人を見失っている。 
   主は立たせることがお出来になる、と信じる信仰の大切さ 
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   神は、弱さを抱えた人を、弱さをもったままで、それでも立たせてくださる。 
３）両者を心からキリストに仕える者として受け入れる １４：５～８ 
   洗礼を受けるときの言葉 キリスト者の心構え  

キリスト者であると受け入れるなかから、主に仕える僕仲間として受け入れる 
４）弱い人を躓かせるな １４：１３～２３ 
   弱い人 → 躓き易い   

自説の正しさに自信がある強い人 → 弱い人に躓きを与え易い 
強い人が、躓きを与えないと強く決心しないと、弱い人は弾き出される。 

    キリストのためにと思い野菜だけを食べてきた人に、キリストに背いてしまったという罪悪感を

与えずに、何でも食べられるように変えることの困難さ 
   弱い人の尊さを軽視するな。 １４：１６ 
   神の国の本質を守れ。 １４：１７ 

本論３ 強い人は、弱い人の弱さを担いなさい。１５：１～３ 
１）「強い人」「弱い人」のあるべき関係 
   強い人 → 自分の思いを実行できる人 
   弱い人 → 自分の思いを実行できない人 
   教会の強い人 → 自らの力で、自分のためではなく、弱い人のために生きる 
２）「自分の満足を求めず」とは 
   妻が満足する家庭 その時、夫は、/ 夫が満足する家庭 その時、妻は 
    妻も夫も自分の満足だけを求める、その時、家庭は、 
   両者が満足する家庭 → 自分の満足を求めず、夫が妻の満足を、妻が夫の満足を求めるなかで与

えられる家庭  
自分の満足を求めて満足する時 → ごめんね わがままして  

   強い・弱いの上下関係がはっきりしていて、 
強い者が満足している世界では、必ず、弱い者は不満足である。 

   パウロの目指す教会 → 強い者は、自らを満足させず、弱い人を配慮する。 
３）キリストの模範 
   ご自分の満足のために生きない人生  

罪人を赦し救われる神を満足させようと歩む人生 
神のための辱め、罪人を救うための苦しみを担い続ける人生 
罪人が担う辱めを代わりに担う人生   

結論 弱い私をキリストが受け入れてくださった。その感謝が溢れる教会。 
弱い人を皆で支える教会。強い人だけの教会になってはならない。 
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講演 III 「復活の主と共に伝道する教会」       １５章１～３３節 
 
序論 １５章の議論の流れ 
１～３節 ：１４章の締め括り    ４～６節 ：み言葉の希望に導かれての祈り  
７～１３節：異邦人伝道完成の希望 １４～２１節：その希望に生きるパウロの紹介 

本論１ 忍耐と慰めと希望 １５：３～６ 
３）パウロの祈り → 忍耐を通して実現することを知るが故に祈る 

野菜しか食べない弱い人が排斥されない教会 
聖霊によってあたえられる「義と平和と喜びの神の国」の具現化としての教会 
最終的には、誰でも何でも食べる食物に規定されない教会 

２）忍耐と聖書の慰めと希望   
忍耐の現場  抜け出せない、頭を覆われているような、苦しい状況 
× その境遇を諦め、投げやりになり、耐えるしかないので耐えている。 
○ その境遇に踏みとどまりながら、向き合い立ち向かう気力をもって耐える。 
聖書の慰めが、苦しみの現場のなかで忍耐を育み、希望を抱かせる。 

３）私たちのために書かれた聖書と祈り １５：４～６ 
   昔書かれた旧約聖書は、パウロの時代の私たちのために書かれている。 
   昔パウロが書いたこの手紙は、今日の私たちのための書かれている。  

 神様が、先のことを見越して、語られ、書かせた。 
 イエス・キリストのことが聖書に書いてある。 
  キリストが、昔いまし、今いまし、やがて来るべきお方であるが故に、 
  キリストのことがきちんと書かれ告げられるなら、今に役立つ言葉となる。 
み言葉により導かれる神と出会うとき、神への祈りとなる。 

本論２ キリストのみ業 １５：７～１３ 
１）神の栄光のため、神賛美のため、受け入れてくださる。 １５：５～６ 
   神を賛美する者に作り変えてくださる。 
   お互い同士非難しあっていた者たちが、ともどもに、神を賛美する者になる。 
   どんな境遇の人も、キリストと出会うと神を賛美する者に変えられる。 
２）互いに相手を受け入れるように導いてくださる。 １５：７前回学んだ点 
３）ユダヤ人と異邦人のため 

・ 神の真実のゆえ、先祖への約束を確証するためにユダヤ人に仕えるキリスト 
・ 救いの日に、異邦人が滅び、イスラエルが救われるのではない。 

キリストの救いのみ業は、異邦人の賛美を引き起こす。 
･ 旧約聖書引用は、そのことが旧約において預言されていたことを明らかにし、パウロの働きは、そ

れが、今、成就していることを示す。 
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本論３ 地上のキリストと復活のキリスト 
１）手紙の序論 １：１～７ 

地上のキリスト → ダビデの子孫から生まれ、イスラエル人として歩み 
天上のキリスト → 神の子としての権能をもって、 

異邦人伝道に従事しておられる。 
復活のキリストの働き人 パウロ   
その働きの実り ローマの教会 

２）手紙末尾での再確認  １５：１４～３３ 
･ パウロを異邦人伝道に召しだされた復活のキリスト １５：１５～１６  

使徒言行録 ９：１５ 
   ･ キリストの救いにより引き起こされる異邦人の神賛美が、パウロの伝道を通して進展している。 

･ パウロの働きは、復活のキリストの働きを表す。 １５：１８～２０ 
３）パウロが理解した復活のキリストの思い ユダヤ人と異邦人の融和 
   地の果てを目指すスペイン伝道に先立つ募金活動 

水と油のユダヤ人と異邦人とをつなぎ合わせる教会の質的改革  
   キリストのみ業の相応しい現われと位置づけて、パウロは全力を傾ける。 

本論４ 世界宣教の広がりの希望と励まし 
１）パウロの歴史理解 

・ 現在のローマ教会内での問題を、キリストにおいて成就し、完成されている神のみ業大きな枠組

みのなかで、問題を考察する。 
・ 「忍耐と慰めの源である神」１５：５、「希望の源である神」１５：１３ 

「平和の源である神」に祈り求める。 
２）復活の主の説教 

・ み言葉 → キリストのことが記されている。 
・ 新約聖書成立の事情 → 復活の主との出会いの後にその意味を聖霊によって知らされた使徒た

ちが記す。 
・ み言葉の説教   

キリストのことが記されている聖書を牧師が解き明かすことを通して、復活のキリストご自身が、

ご自分のみ言葉を語り、福音伝道に従事しておられる。 

結論 忍耐の必要性 希望の祝福 希望の源である復活の主 
   この復活の主のみ業に参与させていただける光栄 
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講演 IV 「世界に開かれた家の小さな教会」   １６章１～１６節 
 
序論 １６章の意味 

ローマの信徒への手紙の神学的内容は１５章ですべて終り、手紙の最後に個人的な挨拶が羅列さ

れている。この挨拶の言葉を手がかりに、また、碑文等で明らかになった当時の名前を推測するこ

とにより、実際にどのような教会がローマ帝国の首都にあったのかを、思い巡らすことができる。

少なくとも、パウロがここに記されている信徒の方々と深い交わりの内に福音伝道に従事してきた

ことは確かである。 

本論１ 女性が頑張り、女性に支えられた教会 
４）フェベ １～２節 ケンクレアイ（コリントとアテネの傍の港街）の教会員  

その教会の奉仕者であり、パウロを含む多くの方々の援助者（男性ならﾊﾟﾄﾛﾝ） 
パウロは、コリントで手紙を書き、フェベがローマに行くことを知って、彼女に手紙を託した。パ

ウロの手紙をもって、ギリシャからローマに旅行する女性とは、、、、？ 
５）プリスカとアキラ ３～５節 プリスカが妻、アキラが夫、 

通常、夫より先に記される妻、アキラはどんな気持ちだったのかなぁ、、、、？ 
 命がけでパウロの命を守る → 首を差し出した その中心人物がプリスカ、 
 地中海の異邦人教会全体は、プリスカ夫婦によってパウロ先生が救われたことを知り、感謝してい

る。肝っ玉母さんかなぁ、、、、 
６）苦労した女性たち  

マリア ６節、トリファイナとトリフォサ １２節、ペルシス １２節 
このリストで「苦労した」と形容されるのは、すべて女性 
時間と労力を献げた彼女たちの労苦によってローマの群れは支えられていた。 

７）パウロに母と呼ばれる女性 １３節  
教会にお母さんがいる。 

本論２ 家の教会 
１）ローマの信徒への手紙の不思議  「ローマの教会」が登場しない。 
   一章の挨拶：「神に愛され、召されて聖なる者となったローマの人たち一同へ」 
   その理由、諸説あるが定かではない。 
２）ローマの信徒への手紙に登場する二つの教会 

・ ケンクレアイの教会 １節 
フェベが個人で活動しているのではなく、そこにある教会の一員であることを強調、また、

フェベを受け入れることで、ローマの群れとケンクレアイの教会が親しくなる可能性 
・ プリスカとアキラの家に集まる教会の人々によろしく ５節 
   ローマの教会員が、プリスカとアキラの家に集まっているのか、 
   プリスカとアキラという「家の教会」に集まる人々か、 
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   おそらく、後者、家が教会と呼ばれている  
エクレシア → 集会 → 教会 家の集会と家の教会の二義性あり 

３）プリスカとアキラの家の教会 
・ コリントの信徒への手紙１６：１９ 「その家に集まる教会の人々」 
   この夫妻 ユダヤ人追放令で、ローマを去る。 

エフェソにいた時、自宅を開放しての家の教会形成 
ローマに戻ってきて家を教会として提供 
行く先、行く先で、家の教会を生み出す夫婦 

４）その他の家庭集会 
   ・ アリストブロ家の人々 １０節  ヘロデ王の親族かも 

・ ナルキソ家の中で主を信じている人々 １１節 
   同名で、人々のひんしゅくを買っている成功した解放奴隷がいる。 
   同一人物なら、酷い人に仕える召使たちにキリスト者がいて、彼の家で集会している。 
・ アシンクリト、フレゴン、ヘルメス、パトロバ、ヘルマスと彼らと一緒にいる人々 
   １４節  奴隷・解放奴隷の名  どこかの邸宅で働いている人たちかなぁ 

   ・ フィロロゴとユリアに、ネレウスとその姉妹、またオリンパ、そして彼らと一緒にいる聖なる者

たち一同 １５節  皇帝に仕える奴隷かなぁ、、、? 

５）リストには、典型的なローマ人の名前は少ない 

   ユダヤ人名、ギリシャ名をもつユダヤ人、奴隷並び奴隷出身者と思われる人々が多い。社会にあっ

て目立たない人々が教会を形成する。 

６）家の教会の形態  いつもは離れて礼拝、時々集まるのか。 

   すくなくとも、この手紙を回し読みするほど親しく、交わりがある。 

７）聖なるキスを交わすように  離れていても、キリスト者としての挨拶を交わす間柄 

８）家の教会が中心だから、家を守る女性達が目立っているのではなかろうか、、、。 

結論 パウロを中心とする人の交流のなかで 

  よろしく Peace be with you  主の平和・平安を祈る気持ちを込めて 

スペイン伝道をするとき、支援体制を整えて、パウロを送り出してほしい。 

  女性たちが頑張り、家々の群れが、スペイン伝道の担い手になっていく。 

  アメリカにおける各地の集会 この交わりを通して、伝道が世界に進展する。 
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